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今年も子ども達の夏休みが始まります。夏休みの期間は例年より短く なっていますが

〇水や花火による事故    〇深夜徘徊やたむろ、喫煙や夜遊び

〇深夜までネットやゲームで遊ぶ等生活リズムを崩したり

〇SNSなど不適切な使用により犯罪の被害に巻き込まれる可能性

等心配されることも多くあります。気分が開放的になり「 これく らいのことなら・ ・ ・ 」 という気の

緩みが後で取り返しのつかない大きな事故や問題行動に発展してしまうことがあります。

家庭や地域において、子ども達が安全に過ごせるように目を配って夏の巡回をお願いします。

新型コロナウイルスの影響により、辛く 大変な時期が続き、気分も沈みがちですが、みんなで励まし

合いながら命を守るための行動を心掛けて乗り越えていきましょう。暑い時期になりますので熱中症

にはくれぐれもお気をつけください。

各地区の様子 

さあ、夏休みです 

【 中央地区】

「 緊急事態宣言中の補導活動」

地域内で歩いている人は少なく 、公園等での子

ども達の姿もとても少ない日々 でした。外出の自

粛要請をしっかりと守れている様子ですが、子ど

も達は有り余るエネルギーを上手に発散させてい

るのか心配でした。  

段階的に学校が始まり、少しずつ子ども達の顔

が見えてきましたが、元気が無いように思います。

きっと、子ども達も大きなストレスを感じていた

“ ”事と思います。 子ども達ガンバレ と祈りながら

活動しています。  

【 小田地区】

「 新しい活動様式」

新型コロナの影響でほとんどの地区で地域補

導に切り替えました。リモート会議、ラインやシ

ョートメールなどで情報交換を工夫したり、主任

児童委員さんと連携したりするようになりまし

た。ある公園のゴミが、子どもが呼びかけるよう

な言葉で呼びかけるとかなり減ったという情報

を得て、その主任児童委員さんに知らせると、き

れいになった公園の写真を撮って送ってく ださ

いました。会わずに活動情報を共有することは

「 新しい活動様式」 ですかね！？

各地区大変な中、工夫されて

取り組んでいます



1日 火 小田地区理事会    10： 30～

3日 木 立花地区理事会    14： 30～

4日 金 中央地区理事会    13： 30～

4日 金 園田地区理事会    10： 30～

7日 月 大庄地区理事会    13： 30～

7日 月 武庫地区理事会    13： 30～

11日 金 中学校1学期終業式 

14日 月 中学校2学期始業式 

16日 水 尼少補連役員会    10： 45～

16日 水 環境部会        

16日 水 なでしこ部会 

標語入賞者等表彰式 実施日調整中 

1日 土 小学校夏季休業開始 

3日 月 大庄地区理事会    13： 30～

4日 火 小田地区理事会    10： 30～

6日 木 立花地区理事会    14： 30～

8日 土 中学校夏季休業開始   

18日 火 小・ 中学校授業開始 

21日 金 少年補導委員の新任研修13： 30～

【 大庄地区】

「 関係者の皆様の迅速な対応に感謝！」

昨年、小学校の前の公園で、カラスがたく さ

んの子どもや大人の後頭部を出血するほど突く

という大事件が起こりました。公園にいた少年

補導委員さんの娘さんも怖く て動けなかったよ

うです。二度と、この様な事故を起こさない為

に、今年は公園にカラスの巣ができた時点で厳

戒態勢が敷かれ、翌日には巣が撤去されまし

た。

警察官や学校の先生方も、下校時に通学路を

パトロールして下さったり、カラスが巣を作ら

ないように小学校の高い木々が伐採されまし

た。地域の方々の協力もあり、近隣の木 も々、

近々伐採の予定だそうです。学校の先生方、警

察、地域の方々の素早い対応に本当に感謝で

す。私たち少年補導委員も、情報を共有し、子

ども達の見守り活動を続けていきたいと思いま

す。

【 立花地区】

「 新しい生活様式に則した補導活動」  

今期は新型コロナ禍で始まり、新任の補導委員の

方には不案内ながら、学校再開にむけ地域環境を整

えるよう少人数での分散や、各々 で巡回を続けて来

ました。 

防犯カメラの位置を確認したり、細かく地区内を

再確認し、得た情報は班内のSNSで共有。放置自転

車の撤去、カーブミラーの適正な角度の調整、公園

の遊具の修理などを依頼、それぞれ成果をあげてい

ます。子ども達の笑い声も戻り、夏休み前に地区の

新任研修会も開催、ウイルスと共存する新しい生活

様式に則した補導活動を続けていきます。  

【 武庫地区】

「 なげきの展望台」

福知山のお寺に「 なげきの展望台」 という一角

があります。息を切らして登った展望台に「 何も

ない」 となげく声から名付けられたそうですが、

住職曰く 日々 「 何もない」 ことが幸せであるとい

う事です。

今回のコロナ禍はマスク着用、学校行事の中止

など「 何かある」 日常です。その中で私達は、パ

トロールのコースを分担し、時短と密を避ける工

夫をして活動をしました。

今後も地域と協力しながら子ども達の為に「 何

かしたい」 と思っています。

【 園田地区】

「 緊急事態宣言発令中その時地域は」

パトロールをしていて、公園等で子ども達が多く遊

んでいるのに驚きました。また、公園では、お父さん

が一緒にいることも多く 、この時期特別なことだと思

いました。住宅街を家族で探検をしているように、地

図を見ながら路地を歩いているのもよく 見かけまし

た。  

小学校では、地域の薬局や保護者から「 マスク」 の

提供があり、一人ひとりに配布しましたと感謝のニュ

ースがありました。地域のこども食堂では給食が始ま

るまでの間、弁当を作る活動を続けて来られました。

地域まるごとで子ども達を見守る形ができたのではな

いかと思います。

早急に、明るい子ども達の声が地域に戻ってく るこ

とを願っています。


